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レジスタンスのビラ。ドゴールの署名がある

ヌ
川
に
程
近
い
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
・
強
制

移
送
史
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
。
路
面
電
車

が
の
ど
か
に
走
り
、
本
を
抱
え
た
学
生
た

ち
の
姿
が
目
に
つ
く
平
和
で
美
し
い
こ

の
町
の
真
ん
な
か
に
、
な
ぜ
こ
う
し
た
施

設
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
一
九
四
0
年

の
首
都
パ
リ
陥
落
後
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
た

ち
の
抵
抗
拠
点
と
な
っ
た
の
が
他
な
ら

ぬ
こ
の
町
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
る
ほ

ど
、
ロ
ベ
ー
ル
・
ブ
レ
ッ
ソ
ン
の
映
画
『
抵

抗
』
の
舞
台
が
、
当
時
の
リ
ヨ
ン
市
に
存

在
し
た
モ
ン
リ
ュ
ッ
ク
監
獄
だ
っ
た
の

も
偶
然
で
は
な
い
。

無
名
の
死
者
た
ち
を
展
示
す
る

採
光
の
よ
い
入
ロ
ホ
ー
ル
か
ら
、
冷

た
い
壁
に
導
か
れ
て
薄
暗
い
通
路
を
進

む
と
、
ク
リ
プ
ト
（
地
下
聖
堂
）
の
よ
う
な

空
間
に
導
か
れ
る
。
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
は
地

下
活
動
と
よ
ば
れ
る
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
こ

か
な

の
密
閉
感
は
展
示
内
容
に
適
っ
て
い
る
。

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
さ
れ
る
ロ
ン
ド
ン

の
「
自
由
フ
ラ
ン
ス
」
の
ラ
ジ
オ
放
送
、
壁

に
貼
ら
れ
た
扇
動
ビ
ラ
、
巨
大
な
印
刷

機
は
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
最
た
る
武
器
が

何
で
あ
っ
た
か
を
雄
弁
に
語
っ
て
く
れ

る
。
た
だ
し
、
こ
の
部
屋
を
光
の
部
分
と

す
れ
ば
、
当
然
、
影
の
部
分
が
あ
る
。
次
の

展
示
室
で
は
、
逮
捕
さ
れ
、
処
刑
さ
れ
た

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
た
ち
の
写
真
が
暗
闇
に

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
で
照
ら
し
出
さ
れ
て

い
る
。
彼
ら
の
名
前
と
そ
の
生
涯
の
簡
潔

な
記
述
を
読
ん
で
い
る
と
、
レ
ジ
ス
タ
ン

ス
と
い
う
匿
名
の
活
動
を
支
え
て
い
た

の
は
、
沈
黙
の
う
ち
に
暗
闇
で
死
ん
で

い
っ
た
一
人
ひ
と
り
の
個
人
で
あ
っ
た

保
存
さ
れ
る
記
憶
と
場
所

と
こ
ろ
で
、
こ
の
展
示
施
設
に
、
博
物

館
で
は
な
く
、
セ
ン
タ
ー
（
中
心
）
と
い
う

名
称
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
施

設
の
建
物
そ
の
も
の
が
保
存
の
対
象
だ

か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
こ
こ
は
、
リ
ヨ
ン
市

を
制
圧
す
る
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
司
令
部
が

置
か
れ
、
所
長
の
ク
ラ
ウ
ス
・
バ
ル
ビ
ー

に
よ
る
名
高
い
「
尋
問
」
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
現
場
な
の
で
あ
る
。
当
時
の
部
屋

や
壁
の
一
部
は
展
示
物
と
し
て
保
存
さ

れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
、
逮
捕
さ
れ
た

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
た
ち
が
仲
間
を
売
る
か

死
を
選
ぶ
か
を
迫
ら
れ
た
地
下
の
拷
問

室
に
は
、
聖
遣
物
的
な
価
値
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
は
施
設
内
の
も
っ
と
も

聖
な
る
場
所
と
し
て
、
く
り
ぬ
い
た
天
井

に
ガ
ラ
ス
が
は
め
込
ま
れ
、
地
上
階
か
ら

光
が
届
く
よ
う
に
し
て
あ
る
。

拷
問
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
外
に
出
る

と
、
目
の
前
の
広
場
に
は
見
学
に
来
た

子
ど
も
た
ち
が
も
う
集
ま
っ
て
い
た
。

ま
ふ

い
つ
も
よ
り
地
上
が
眩
し
く
、
賑
や
か

に
感
じ
ら
れ
た
秋
の
日
の
午
後
だ
っ
た
。

こ
と
を
思
い
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

センター入口と見学に訪れた子どもたち

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
活
動
の
拠
点
リ
ヨ
ン

フ
ラ
ン
ス
中
部
の
リ
ヨ
ン
市
で
、
ロ
ー

内部の展示風景。暗闇のなかでレジスタンスの記憶が語り継がれる
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みんばくウィークエンド ・ サロン

研究者と話そう
■展示観覧料が必要です。

※都合によ り、予定を変更することがあ り ます。

国立民族学博物館 （みんぱく） の研究者が来館された皆様の前に登場します！

「研究について」 「調査している地域（国）の最新情報」「展示資料について」など、

話題や内容は実に多彩。

とんとん質問をおよせく ださい。 展示場でお待ちしております。

※ 「たっぷ り アメリカ—春のみんぱくフォーラム 2012J 期間中はアメリ カに閑するお話を

お届けします。

■メソポタミア文明最高のジグラッ ト
“チョガザンビル＂を訪問

ペルシャ歴史紀行
3/8, 4/5, 5/17 11 日間

308,000円 （燃油 ： 40、000円）

イスファハン、シラーズで各2連浪
壮大なペルシャの歴史を辿るイラン
の旅の決定版

—ーゴールデンウィーク特別企画

悠久のペルシャ 9日間
2 月中旬、発表予定！！
※詳しくはお問い合わせください。

■カスピ海とザクロス山脈の豊かな自然と遺跡の旅
4月～5月は花と新緑の美しい季節

イラン北西部周遊
4/12, 5/10 1 2日間

298,000円 （燃油 ： 40,000円）

荒々しい岩山と高原地帯・イラン北西部
を巡る。新たに世界遺産に登録された
シューシュタIぼ見等。

■広大なイランの魅力すべてを一度に巡る
旅行に最も適したベストシーズン限定企画

大ペルシャ周遊
4/3,4/17 20日間

498,000円 （燃油： 40,000円）

イランが世界に誇る9つの世界遺産
を訪問。悠久の歴史、文化、雄大な大

自然究極のイランの旅
... .. . ........... . ... ..... ... . ... .. . .. ... .. .. ........ ... ................. ... . 

※掲載の燃油サーチャージは12/26現在の目安料金です。
原油価格の変動により変更することがあります。
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場
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1 4 時 30 分から 1 5 時 30 分

関雄二（国立民族学博物館教授）

古代文明を掘る

本館展示場内ナビひろば

1 5 時 30 分から 1 6 時 30 分

鈴木紀（国立民族学博物館准教授）

メキシコの木彫アレブリへ

本館展示場内ナピひろば

11 時から 1 2 時

中牧弘允（国立民族学博物館教授）

カーニバルでつながるブラジルと日本

アメリカ展示場

1 4 時 30 分から 1 5 時 30 分

藤井龍彦（国立民族学博物館名誉教授）

アンデスの箱形祭壇

アメリカ展示場

1年間みんぱくに何度でも入館できる
「みんぱくフリーパス (3,000円）」をご利用ください。
本館展示は何度でも無料で入館できます。 他にも、みんばくを楽しむための特典がいっばいです。

特典◆本館展示の無料入館◆特別展示の観覧料割引
◆みんばくミュージアム・ショップと レス トランの10％割引
◆万博記念公園内および周辺施設での利用割引 など。

詳細については、財団法人千里文化財団までお問い合わせください。
（電話06-6877-8893 ／平日9 : 00 -17: 00) 

編集後記

異常に周期のながい、 ゆるやかな横揺れを足元に感

じ、研究室で作業をしていたそれぞれが何事かと廊下
めまい

にとびだ した。自分の眩置か、 錯覚か確かめようとし

た人もいたようだ。まもなく地霞があったという速報が

入り、事務室の隣部屋のテレピをつけるとすでにいくつ

かのテレピ局は津波警報をくりかえし、東北の海岸線

の映像を流し始めていた。いつもどおり何事もないだ

ろうとタカをくくっていたわたしをふくめ、やがて画面

での大惨事を目 にしながら、なすすべもなく時を過ご

すことになった。以来、ほぽ 1 年のあいだ、それぞれ、
はんすう

さまざまな思いでその情景を反器 し続けてきたに違い

ない。 民博では、 文化人類学的視点からの震災被害や

記憶保存のデータベース作り、文化財復元の支援、被

災地域復輿の国際比較などいくつかのブロジェクトが

進行しつつあるほか、被災体験などの聞き取り鯛査を

続ける研究者も少なくない。 3 月 1 1 日 を 1 カ月後にひ

かえ、研究者として、同じ日本の住民として、そして人

と して何ができるのか、 震災がわれわれに突きつけた

問題をあらためて問いなおしてみたい。（庄司博史）

●表紙： NPO の協力によりやっと完成した集会所で、 つかの間の

餅つきを楽しむ。 （撮影 ・ 鎌澤久也）

- 特集

複製・復元・再現

月刊みんばく 2012 年 2 月号
第 36 巻第 2 号通巻第 413 号 2012 年 2 月 1 日発行

編集発行

西遊旅行で行く早春のペルシャヘ！！
是非パンフレッ トをご請求ください。

醒 0 120-81 1 391
ホームベージは毎日更新、 全ツアーの情報を掲戴

http://www.saiyu.co.jp 
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＊本誌についてのお問い合わせは国立民族学博物館広報係に

お願いします。

＊本誌掲載記事の無断転載を禁じます。


